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企
業
環
算
制
度
の
米
園
に

於
け
る
現
状

山

本

安

次

郎

珠
算
叉
は
強
算
制
度
友
る
も
の
は
、
従
来
何
れ
の
閣
に
於
て

も
殆
ん

E
専
ら
財
政
上
の
問
題
と
し
て
取
扱
は
れ
、
企
業
の
経



替
と
は
無
関
係
の
も
の
L
如
く
考
へ
ら
れ
て
来
た
。
然
る
に
、

文
明
園
の
中
で
は
園
家
抽
出
算
制
度
の
最
も
後
れ
て
採
用
さ
れ
た

米
国
に
於
て
、
一
度
こ
の
園
家
預
算
制
度
が
確
立
さ
れ
る
柄
、

こ
れ
を
動
機
と
し
て
種
々
の
事
情
に
よ
っ
て
刺
戟
さ
れ
、
抽
出
算

思
想
は
産
業
界
に
も
庚
〈
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
元
よ
り
、

園
家
財
政
と
企
業
と
は
そ
の
性
質
を
全
く
具
に
す
る
か
ら
、
園

家
晴
嵐
算
制
度
が
直
ち
に
そ
の
ま
ム
で
企
業
珠
算
制
度
に
利
用
さ

れ
得
ぺ
〈
も
な
い
。

乙
弘
に
於
て
か
、
企
業
の
た
め
の
議
算
制

皮
は
叩
畑
」
潟
地
胤
個
持
制
皮
L
」
は
川
畑
一
点
殻
涜
止
命
げ
、

戸?
"や
1家
主主
統

制
叉
は
珠
算
制
度
(
目
白
色
白
2
3
S
E
E
-
2
国

E
R
2
4
3
u
E】)と

い
へ
ば
、
企
業
の
議
算
制
度
を
意
味
す
る
や
う
に
た
り
、
そ
れ

に
関
す
る
文
献
は
百
を
以
て
数
へ
ら
れ
る
の
盛
況
を
示
し
て
ゐ

炉
。
而
し
て
議
算
忠
惣
の
産
業
界
へ
の
採
用
は
、
極
め
て
効
果

多
き
結
果
を
示
す
や
う
に
な
り
、
そ
の
採
用
後
十
年
に
た
る
か

た
ら
ね
に
拘
ら
や
、
今
日
に
於
て
は
そ
の
企
業
経
替
に
針
す
る

債
値
は
充
分
に
認
め
ら
れ
、
時
に
は
誇
張
と
思
は
れ
る
程
の
讃

鮮
さ
へ
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
米
園
に
於
け
る
換
算
統
制
の
効
果

に
劃
す
る
調
査
に
依
れ
ば
『
暗
闇
算
制
度
な
し
に
、
企
業
を
合
理
的

企
業
換
算
制
度
白
米
国
に
於
け
る
現
状

に
経
替
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ
る
』
と
い
ふ
に
殆
ん
ど
一
致

し
て
ゐ
る
。
或
者
は
現
算
統
制
を
目
し
て
第
二
の
産
業
革
命
に

於
け
る
最
も
偉
大
怠
る
力
の
一
つ
と
し
て
ゐ
る
。
部
ち
、

ク

ン
レ
イ
(
出

c
E己

0
2
?と
は
米
国
商
業
曾
議
所
の
一
九
三

O

年
年
次
大
曾
に
於
て
略
h

次
の
如
く
漣
ぺ
た
。
製
浩
工
業
は
産

業
革
命
と
も
稀
し
得
る
二
大
愛
革
を
経
験
し
て
来
た
。
第
一
は

大
戦
前
に
起
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
手
で
間
っ
て
見
る
こ
と
の

出
来
る
終
替
の
工
夫

(
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E
Z
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E
S
P
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E
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3
E
2
y
m
r
)
か
ら
大
量
生

産
制
の
下
に
専
門
化
せ
る
機
械
を
使
用
す
る
拙
労
働
の
集
中
へ
の

愛
化
で
あ
っ
た
。
第
二
の
も
の
は
大
戦
後
に
起
り
現
に
尚
ほ
織

続
中
の
も
の
で
、
そ
れ
は
手
で
繍
っ
て
見
る
こ
と
の
出
来
没
い

粧
品
百
の
工
夫

(ZEE四
-Z
品。
1
3
。『

E
E品
2
E
C
K
於
け
る
草

命
、
剖
ち
(
一
)
何
時
で
も
直
ち
に
購
買
者
を
見
出
し
得
る
と
議

胡
し
つ
ミ
経
替
の
思
ふ
ま
h
A

の
も
の
を
生
産
す
る
こ
と
が
ら
賓

ら
れ
得
る
も
の
ミ
み
を
生
産
す
る
と
と
へ
、
(
一
一
)
必
要
と
否
と

に
謄
じ
て
持
働
者
を
雇
傭
し
解
雇
す
る
と
と
か
ら
訓
練
さ
れ
た

第
三
十
五
巻

第
三
務

一
四
五

四
四
三

J 

U、
川

米闘に於ける圏家1象算制度目確立は、J!J2L1f-6)3 10日に議舎を通過したBudg-
et .:I，nG. Accnunting Act によτ》て Yある。iVlcKinley， Bl1d邑etaryControl p. 43 
9. Budgetary Contcrol in Manufacturin，，: lndu，;try p・7.Buck， Public Budget-
ing p. 26等参照。
重量算制度が如何なる過程を経で接逢 L;~:かは別の機舎に議ぺ宇うと思ふ。
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企
業
珠
算
制
度
白
米
国
に
於
け
る
現
状

持
働
大
衆
に
墜
賞
左
仕
事
を
提
供
し
て
持
働
の
蒋
換
(
z
r
c
ニ
5
・

を
減
少
せ
し
め
以
て
利
潤
を
大
友
ら
し
め
ん
と
す
る
努

カ
へ
の
費
化
で
あ
る
。
第
一
の
費
化
成
人
間
能
率
や
機
械
速
度

の
時
間
研
究

機
械
の
工
夫
、
原
債
計
算
、
秀
別
労
貨
に
よ
る

刺
戟
等
に
基
け
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
愛
化
は
市
揚
分
析
、

寸
全
な
る
務
算
、
健
全
友
る
時
間
定
表
、
成
量
な
る
人
的
協
力
等

に
基
け
る
も
の
?
あ
る
。
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ゐ
る
所
の
か
L
る
基
礎
的
続
出
化
に
於
け
る
最
も
大
な
る
カ
の
一

つ
は
議
算
統
制
で
あ
る

h
o
五
日
が
図
で
も
『
昨
今
我
産
業
界
極

度
の
不
振
と
行
詰
に
封
す
る
好
個
の
持
換
策
と
し
て
は
、

と
の

る課

長案
ら制
たが
いま
b.主

と己
主
そ
張の
す
第
る一

重に
~ ! 
J、、
る
あー
弓5)き
も
の
と
断

す

兎
も
角
晴
朗
算
制
度
な
る
も
の
が
企
業
経
替
に
と
っ
て
償
値
多

き
と
と
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
高
調
さ
れ
て
ゐ
る

所
で
あ
る
が
、
併
し
、
そ
れ
は
殆
ん
ど
理
論
的
推
論
の
結
果
で

あ
っ
て
、
賃
際
の
経
験
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
友
か
っ
た
。

然
ら
ば
、
預
算
統
制
は
賓
際
に
如
何
な
る
効
果
を
驚
ら
し
た
で

あ
ら
う
か

y
一
穂
如
何
友
る
譲
算
方
法
が
賓
際
に
採
用
さ
れ
て

d ν 

第
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五
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四
四
四

ゐ
る
で
あ
ら
う
か
p
夏
に
如
何
な
る
範
固
に
ま
で
晴
嵐
算
統
制
は

貫
業
界
に
行
は
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
?
と
れ
ら
の
事
貨
を
詳

制
に
知
る
と
と
は
預
算
統
制
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
必
要
不
可

紙
の
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
賓
際
目
的
を
這
求
す
る
所

の
強
算
統
制
は
、
軍
に
理
論
的
に
の
み
展
開
さ
れ
得
る
も
の
で

は
友
〈
、

理
論
と
賓
践
と
の
絶
え
ざ
る
統
一
に
よ
っ
て
一
初
め
て

設
)証i

千早
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'
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一
怖
が
泊

γnjf

ど
明
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
珠
算
統
制
の
護
遣
を
妨
げ

る
主
要
な
る
原
囚
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
に

ア
メ
リ
カ
の

Z
P
Z
D口
同
]
同
コ

(Z間
三
位
向

O
E
P
Zロ
円
四
国

D
2臼
は
か

a
A

る
必
要
を
認
め
、

一九一一一
O
年
の
夏
、
(
一
)
ア
メ
リ
カ
工
業

は
如
何
な
る
範
聞
に
ま
で
晴
朗
算
統
制
を
行
っ
て
ゐ
る
か
、
( 

一一) 

如
何
な
る
議
算
方
法
を
採
用
し
て
ゐ
る
か
、
(
三
)
抽
出
算
統
制
よ

り
生
十
る
効
果
如
何
、
と
い
ふ
三
黙
を
調
査
し
た
。
そ
の
調
査

の
結
果
は
分
析
さ
れ
綜
合
さ
れ
組
織
づ
け
ら
れ
て

国
E
L
向。

z
q

(
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D
=
z
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H
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p
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L
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a
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}、

と
い
ふ
表
題
に
て
公

刊
当
主

-
1
=
。

平

l
.
E
d
4
ナ
'

と
れ
は
軍
な
る
報
告
書
で
は
友
い
。
調
資
事
賞
に

基
づ
〈
ば
か
り
で
は
な
〈
、
夏
に
同
協
曾
の
曾
員
た
る
賓
際
家

との里占にでコいでは、 Budgetary Contγ01 in M~Llmfactu口ng Industry published 
by Natione.l Indu5tdal Conference Board， Inc. 1931， p. 149以下参照。
同上害 p.10による。
長谷川安兵衛、重量算統制の研究、序ニ貰。アメりカに於でも、額算統制を不
況針策白ーヲ主する考へが存在しでゐる。し;恥し、議算統制jの最も蓮歩せる
アメ日カに不況が最も巷だし〈行曹豆ヲてゐる事責を虫日何にして説明せん
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の
経
験
や
判
断
及
び
専
門
家
並
び
に
調
査
員
の
智
識
に
基
づ
け

る
換
算
統
制
の
最
も
重
要
な
る
文
献
の
一
つ
で
あ
る
正
い
ひ
得

る
で
あ
ら
う
。
と
の
書
は
、

と
れ
ま
で
明
か
に
さ
れ
た
か
っ
た

多
〈
の
問
題
を
解
明
し
て
ゐ
る
o
と
L
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
は
、

只
現
在
議
算
統
制
は
如
何
放
る
範
固
ま
で
行
は
れ
て
ゐ
る
か
と

い
ふ
黙
で
あ
る
。

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
調
賓
書
に
回
答
せ
る
舎
一
位
数
は
二
九
四

で
、
そ
の
う
ち
一
六
二
位
即
ち
回
答
数
の
五
五
パ

i
k
ン
ト
は

河
リ
ヶ

F
h
}
-
H叫
印
刷
尺
〉
曲
杭
守
亡
氾

A
f
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3
E
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、
h
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》

一

一

一

ト

L

t
f
M一
昨
日
掛
止
恥
陀

d
事
』

f
t
t
J
4
J
1
h在
4
1
〆
山
{
白
川
下

t
ω
n
f
一
一
一
一
山
町

邸
ち
回
答
数
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
何
等
の
晴
朗
算
も
行
っ
て
ゐ

左
い
か
、
或
は
同
調
査
に
て
抽
出
算
制
度
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
を

行
っ
て
ゐ
た
い
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。
而
し
て
、
と
の
調
査

に
て
は
軍
に
標
準
原
償
制
度
を
持
つ
に
す
世
は
た
い
曾
祉
は
強
算

制
度
を
持
つ
も
の
L
中
に
入
れ
ら
れ
で
は
ゐ
友
い
。
併
し
強
算

制
度
を
採
用
し
て
ゐ
た
い
曾
祉
は
採
用
し
て
ゐ
る
曾
駐
よ
り
も

回
答
率
が
少
な
い
と
探
像
さ
れ
る
か
ら
、
回
答
し
な
か
っ
た
舎

枇
の
中
で
は
、
晴
朗
算
制
度
を
持
た
な
い
曾
祉
の
パ

1
セ
ン
テ

I

ジ
は
四
五
%
よ
り
遥
か
に
高
い
で
あ
ら
う
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
ま

企
業
換
算
制
度
の
米
園
に
於
け
る
現
挟

た
、
同
調
査
は
最
も
重
要
な
6

一
O
九
の
産
業
部
門
の
み
を
、
し

か
も
と
れ
ら
各
部
門
に
於
け
る
一
流
曾
一
舶
の
み
を
包
含
す
る
に

す
ぎ
な
い
か
ら
、
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
曾
枇
の
中
で
は
強
算
制

度
を
持
た
友
い
も
の
が
高
率
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
更
に
杢

た
、
同
調
査
は
各
産
業
部
に
於
て
各
同
教
の
曾
枇
に
つ
き
調
査

せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
或
る
部
門
で
は
他
の
部
門
上
り
多
数

の
曾
粧
が
回
答
す
る
と
い
ふ
結
果
に
な
っ
た
。
即
ち
最
高
は
九

で
最
低
は
一
で
あ
る
。

而
し
て
、
大
鰐
上
、

凹
然
同
教
の
多
い
部
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ゐ
る
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
Q

突
に
如
何
た
る
産
業
部
門
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
を
見
る
に
、

一
O
九
部
門
の
中
突
の
七
六
部
門
が
議
算
制
度
を
採
用
せ
る
旨

を
回
答
し
、

残
U
の
一
二
=
部
門
は
何
等
の
回
答
を
し
も
な
か
っ
た
。

屠
殺
曜
荷
業
、
向
動
車
製
造
業
、
製
銭
製
鋼
業
、
石
油
事
業
、
電
朱

事
業
、
出
版
業
(
新
聞
雑
誌
)
、
婦
人
衣
服
業
、
木
材
業
、
牛
乳
加
工
業
、

煙
草
製
造
業
、
製
靴
業
、
製
紙
業
、
出
版
業
(
書
籍
)
、
家
具
業
、

9
イ

ヤ

1
製
造
業
、
生
総
加
工
業
、
製
錨
製
鋼
(
鋒
繍
)
、
製
鋼
業
、
製
糖
業

(
茂
糖
)
、
鈎
削
業
、
捕
ま
商
業
(
果
賓
野
菜
等
)
、
化
宰
工
業
、
合
金
製
造

業
、
塗
料
業
、
ガ
見
事
業
、
毛
糸
製
造
業
、
皮
革
業
、
建
築
用
品
問
飾
用

第
三
十
五
巻
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五
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とするであらろか F
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企
業
珠
算
制
度
白
米
闘
に
於
け
る
現
状

餓
銅
製
品
業
、
染
色
業
、
製
英
巣
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
製
造
業
、
勘
カ
機

関
製
造
業
、
窯
業
(
陶
器
等
を
除
〈
)
、
製
画
業
、
羊
毛
製
品
業
、
家
畜

飼
料
業
、
セ
メ
シ
ト
業
、
右
鹸
製
造
業
、
ガ
ラ
ス
工
業
、
買
蔀
製
造
業

ス
ト
I
プ
竃
業
、
飲
料
製
造
業
、
シ
ャ
ツ
製
遣
業
、
ゴ
ム
製
品
業

(
9

イ
ヤ

I
、
チ
ュ
ー
ブ
、
靴
を
除
〈
)
、
パ
ル
プ
製
造
業
、
造
船
業
、
金
物

製
造
業
、
農
具
製
遣
業
、
石
材
加
工
業
、
針
金
製
造
業
、
肥
料
製
造
業

製
氷
紫
、
木
材
防
腐
業
、
敷
物
製
治
業
、
袋
物
製
造
業
(
紋
製
以
外
の
)
、

化
粧
品
製
遣
業
、
機
械
道
具
製
造
業
、
-
般
調
欄
業
、
錯
管
敷
設
業
、

見
守
十
点
山
川
紫
、
戦
附
排
製
設
業
、
紙
製
品
刊
誌
、
ポ
ン
f
拠
話
栄
町
ガ
川

電
集
器
具
製
遣
業
、
道
具
製
造
業
(
刃
物
、
機
械
道
具
、
錯
、
鋸
を
除

〈
)
、
紡
績
機
械
製
造
業
、
陶
磁
器
製
造
業
、
薬
剤
師
自
調
剤
業
、
人
絹

業
、
製
錫
業
、
香
味
シ
ロ
ッ
プ
製
造
業
、
現
金
出
納
機
計
算
機
製
造
業

製
糠
業
(
紺
楽
〉
、
鍛
織
業
、
鋪
遁
業
、
潟
民
機
及
第
異
材
料
製
遣
業
。

一
冗
よ
り
、
上
掲
の
七
六
部
門
全
部
に
完
全
に
晴
朗
算
制
度
が
行

は
れ
て
ゐ
る
の
で
は
友
い
。
上
惑
の
如
く
、
同
調
査
は
と
れ
ら

七
六
部
門
を
通
じ
て
一
流
曾
枇
二
ハ
二
位
か
ら
の
回
答
に
接
し

た
に
す
ぎ
た
い
。
け
れ
ど
も
、
王
国
b

は
こ
れ
に
よ
っ
て
如
何
に

庚
〈
暗
闇
算
制
度
が
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
知
る
に
+
充
分
で
あ
る

と
忠
ふ
。
而
し
て
回
答
教
の
多
い
順
序
に
皐
げ
れ
ば
、
電
気
事

業
九
、
化
皐
工
業
六
、
ポ
ン
プ
製
議
業
六
、
製
紙
業
六
、

ヤ

l
製
造
業
五
、
機
械
道
具
製
遣
業
五
、
石
油
事
業
五
、
農
具
タ

イ

第
三
十
五
巻
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務

四
四
六

一
四
八

州
諸
遊
説
五
、
等
で
あ
る
。

さ
て
、
何
等
の
回
答
を
し
な
か
っ
た
三
=
一
部
門
に
属
す
る
舎

祉
は
最
大
な
も
の
で
も
最
小
の
も
の
で
も
た
〈
調
賓
表
を
通
じ

て
散
在
し
て
ゐ
る
か
ら
、
と
れ
に
よ
っ
て
吾
々
は
産
業
の
規
模

の
大
小
や
、
生
産
額
の
大
小
は
抽
出
算
制
度
の
溌
達
と
は
全
〈
無

関
係
で
あ
る
と
と
左
知
り
得
め
。
ま
た
、
輸
出
算
制
度
左
採
用
し

て
ぬ
栓
い
の
は
、

ヰ寺
昧
ι〉
J戎
る
~-

1日三
』pz
10 
限
lっ
1.1.， 
wて

è~) 
.る

GC> 

C 
kl目

友
い
と
い
ふ
こ
と
も
明
か
と
な
っ
た
。
か
〈
の
如
〈
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
成
功
不
成
功
は
兎
も
角
と
し
て
、
強
算
制
度
が
金
工

業
界
に
行
き
亘
っ
て
ゐ
る
と
と
を
知
る
に
難
〈
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
特
に
注
意
す
ぺ
き
は
、
強
算
制
度
の
最
も
よ
〈

稿
民
連
せ
る
産
業
部
門
が
同
業
組
合
が
と
の
抽
出
算
制
度
の
採
用
を

積
極
的
に
唱
導
せ
る
部
円
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
例
へ

ば
電
気
事
業
の
同
業
組
合
は
、
そ
の
組
合
員
に
封
し
、
統
一
的

友
原
債
計
算
法
や
曾
計
法
の
み
友
ら
や
夏
に
統
一
的
左
珠
算
制

度
を
採
用
す
る
や
う
積
桜
的
に
活
動
し
た
。
ま
た
、

プ
ム
事
業

同
業
組
合
は
舎
計
及
び
強
算
の
標
準
的
制
度
を
設
け
、

と
れ
を

書
籍
と
し
て
公
に
し
て
ゐ
る
。
調
査
に
現
は
れ
た
所
に
よ
る
と

上
述
の
如
ぐ
、
電
気
事
業
は
そ
の
回
答
数
第
一
に
位
し
、

コ0
..A 



事
業
中
タ
イ
ヤ

l
製
造
業
は
第
五
位
に
あ
る
。
而
し
て
珠
算
制

度
を
採
用
し
て
ゐ
る
と
回
答
せ
る
舎
駐
の
方
が
、
採
用
し
て
ゐ

た
い
と
回
答
せ
る
舎
祉
よ
り
も
、

よ
り
大
き
〈
ま
た
よ
り
成
功

し
て
ゐ
る
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
抽
出
算
制
度

を
持
た
ね
曾
一
位
に
も
成
功
せ
る
も
の
は
あ
っ
た
の
だ
が
。

失
に
、
各
一
粧
の
行
っ
て
ゐ
る
強
算
の
種
類
に
つ
い
て
見
れ
ば

次
表
の
如
く
で
あ
る
。

軍駐

重量

合

社

数

4

車
3
A
1
 

版
資
環
算
を
行
へ
る
も
の

生
産
議
算
を
行
へ
る
も
の

生
産
費
諜
算
を
行
へ
る
も
の

即
給
費
換
算
を
行
へ
る
も
白

鰹
管
費
換
算
を
行
へ
る
も
の

資
本
支
出
換
算
を
行
へ
る
も
の

現
金
出
納
換
算
走
行
へ
る
も
の

損
金
環
算
を
行
~
る
も
の

賃
借
野
照
表
斑
算
を
行
へ
る
も
白

以
上
九
種
目
換
算
を
行
へ
る
も
の

3ま

一
四
一

一
二
八

一
一
四

一
二

O

一
一
四
司
、
周
↓
J
I
 

六
六
七
八
三
七
三
七

珠
算
制
度
を
採
用
し
て
ゐ
る
と
回
答
せ
る
一
六
二
枇
中
、
完

全
た
る
暗
闇
算
関
系
と
認
め
ら
れ
る
も
の
、
即
ち
そ
の
曾
祉
に
重

企
業
珠
算
制
度
目
米
圃
に
於
け
る
現
状

要
な
る
凡
ゆ
る
活
動
叉
は
事
項
を
夫
々
相
互
に
協
調
せ
し
め
る

や
う
構
成
さ
れ
る
線
強
算
制
度
を
採
用
し
て
ゐ
る
も
の
が
僅
か

二
七
粧
卸
ち
回
答
数
の
一
一
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
友
い
こ
と
は

特
に
注
目
す
ぺ
き
事
賓
で
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
販
賓
高

と
か
経
管
費
と
か
資
本
支
出
と
か
現
会
出
納
と
か
の
如
き
只

つ
の
職
能
叉
は
活
動
に
つ
い
て
の
み
靖
国
算
を
行
っ
て
ゐ
る
に
す

ぎ
な
い
。
或
る
も
の
は
標
準
原
債
と
販
費
高
と
を
併
列
せ
る

つ
の
後
算
を
行
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
他
の
も
の
は
と
れ
と
異
訟
る

料
入
山
口
心
仕
方
で
説
明
都
身
約
ひ
刊
買
収
似
心
も
の
似
非
佑
打
倒
町
J

化

し
易
い
項
目
を
猿
算
し
て
ゐ
る
。

一
般
に
、
抽
出
算
制
度
の
最
も
よ
〈
稜
達
し
、
完
成
し
て
ゐ
る

と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
米
国
に
於
て
さ
へ
、
上
活
の
如
〈
で
あ
る

か
ら
、
教
算
制
度
は
種
A
怠
る
黙
に
於
て
、
夏
に
務
遺
せ
し
め

ら
れ
改
良
さ
る
べ
き
絵
地
の
存
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
と

の
こ
と
は
、
同
調
査
の
回
答
に
於
て
、
多
く
の
曾
祉
が
、
議
算

制
度
の
採
用
か
ら
、
如
何
た
る
効
果
が
議
期
さ
れ
る
か
に
つ
い

て
は
、

正
確
た
判
断
を
す
る
に
足
る
だ
け
長
期
間
の
経
験
を
経

て
ゐ
な
い
と
附
け
加
へ
て
ゐ
る
と
と
で
も
明
か
で
あ
る
。
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ズ
ル

R
V
氏
自
図
案
牧
入
論

出
問
、
-
旗
第
技
術
、
別
け
て
も
、
抽
出
算
監
督
制
度
、
抽
出
算
委
員

曾
.
珠
算
明
問
、
珠
算
見
積
方
法
、
珠
算
書
形
式
、
統
制
方
法
、
等

に
つ
き
考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
次
の
機
曾
に
譲
る
。


